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「滋賀県看護職実態調査」結果について 

 

令和４年度に実施した「滋賀県看護職実態調査」結果の概要は、以下のとおりでした。 

 

１．調査の目的 

  看護職の労働環境や自己研鑽等の実態、今後の就業意向や離職・復職、看護職の魅力に関するこ

となど、幅広く実態を調査・分析し、今後の看護職の安定的な確保に向けた取組に繋げることを目

的に実施しました。 
 

２．調査の概要 

（１）調査設計    

ア．調査対象      

①現役看護職員 ：県内の医療機関等に勤務する看護職（助産師・看護師・准看護師） 

 ②現役看護管理者：県内の病院の看護部長および訪問看護ステーションの施設長 

 ③看護補助者  ：県内の病院に勤務する看護補助者 

④保健師    ：県内の行政機関（県・市町）や事業所で勤務する保健師 

 ⑤看護教員   ：県内の看護師等学校養成所で勤務する看護教員 

 ⑥看護学生   ：県内の看護師等学校養成所に在学する看護学生 

 ⑦潜在看護職  ：ｅナースセンターに登録がある看護職未就業者等  

イ．調査方法：郵送調査・インターネット調査 

 ウ．調査期間：令和４年 11 月 11 日（金）から令和４年 12 月 16 日（金）まで 

   ※ただし、締め切り後に回収された調査票も、12 月 28 日（水）到着分までは有効票とした。 

 

（２）主な調査内容 

①現役看護職員 ：労働環境の実態、自己研鑽の状況、今後の就業意向、離職・復職時の状況 

 ②現役看護管理者：労働環境の実態、今後の就業意向、施設の人材確保・離職防止等の取組 

 ③看護補助者  ：労働環境の実態、自己研鑽の状況、今後の就業意向、離職・復職時の状況 

④保健師    ：労働環境の実態、自己研鑽の状況、今後の就業意向、離職・復職時の状況 

 ⑤看護教員   ：労働環境の実態、自己研鑽の状況、今後の就業意向、離職・復職時の状況 

 ⑥看護学生   ：学校生活の実態、卒業後の就業意向 

 ⑦潜在看護職  ：労働環境の実態、自己研鑽の状況、今後の就業意向、離職・復職時の状況 
 

（３）回収結果    

区分 対象者数 有効回答数 有効回答率 

①現役看護職員調査 16,328 人 7,748 件 47.5％ 

②現役看護管理者調査 218 人 158 件 72.5％ 

③看護補助者調査 2,107 人 1,486 件 70.5％ 

④保健師調査 673 人 402 件 59.7％ 

⑤看護教員調査 232 人 134 件 57.8％ 

⑥看護学生調査 1,940 人 1,072 件 55.3％ 

⑦潜在看護職調査 417 人 144 件 34.5％ 

合計 21,915 人 11,144 件 50.9％ 
 

（４）調査結果の見方 

・回答は、各質問の回答者数（ｎ）を基数とした百分率（％）で示し、小数点第２位を四捨五

入した。（比率の合計が 100.0％にならない場合がある。） 

・図表上の「MA%」という表記は複数回答、「LA%」という表記は制限つき複数回答の意味である。 

厚 生 ・ 産 業 常 任 委 員 会 資 料 ８ 

令和５年（2023 年）３月７日
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３．調査結果の概要 

（１） 労働環境等に関すること（ア 給与、夜勤） 

・給与の総支給額は、現役看護職員、保健師では「30 万円以上 35 万円未満」、現役看護管理者で

は「50 万円以上」、看護教員では「35 万円以上 40 万円未満」、看護補助者では「15 万円以上

20 万円未満」が最も多くなっています。 

・給与の妥当性については、現役看護職員、看護教員および看護補助者で「高い」「やや高い」

「妥当」だと思う割合よりも、「安い」「やや安い」と思う割合が高くなっています。 

・「安い」「やや安い」と思う理由は、現役看護管理者を除き「仕事の量が多い」が、現役看護管

理者では「責任が重い」が最も多くなっています。 

 

（１）－ア－１ 先月※の給与の総支給額（手当等も全て含んだ支給額） 

※先月とは、調査回答者が回答した時点での前月を指す。 

 

 

（１）－ア－２ 自身の勤務内容と比較した先月※の給与の妥当性 

※先月とは、調査回答者が回答した時点での前月を指す。 
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安いと思う
無回答

現役看護職員
(n=7,748)
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(n=402)
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（１）－ア－３ 自身の勤務内容と比較した先月の給与の妥当性が安いと感じる理由 
※（１）－アー２ 自身の給与の妥当性において、「安い」「やや安い」を選択した者の理由。 

※1 (看護教員)学生の対応が大変 
※2 (看護教員)学生の家族の対応が大変 

 

 
 

・現役看護職員の６割が、看護補助者の３割が、「夜勤」「当直」「オンコール等の緊急当番」が

あると回答しています。 

 

（１）－ア－４ 夜勤等の状況 
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その他

無回答
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患者や利用者等の対応が大変（※１） 

患者や利用者等の家族の対応が大変（※２）
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（１） 労働環境等に関すること（イ 時間外労働） 

・時間外労働時間として申請した時間は、保健師を除き半数以上が「月 10 時間以内」となって

いますが、一方で「月 45 時間以上」も一定数いる状況となっています。 

・申請状況は、看護教員では４割、現役看護職員、保健師および看護補助者では１割が「ほとん

ど申請できていない」「全て申請できていない」状況となっています。 

・実労働時間どおりに申請していない理由は、現役看護職員および看護補助者では「時間外労働

時間を申請しづらい雰囲気だから」が、保健師では「職場の人たちがあまり申請していないか

ら」が、看護教員では「残業と認められない業務だったから」が最も多くなっています。 

 

（１）－イ－１ 令和４年 10 月の時間外労働時間として申請した時間 

 

（１）－イ－２ 時間外労働時間の申請状況 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１）－イ－３ 時間外労働時間の申請を実労働時間どおりに申請していない理由※ 

  ※（１）－イ－２ 時間外労働時間申請状況において、「ほとんど申請できていない」「全て申請できていない」を 
選択した者の理由 
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無回答
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(n=134)

看護補助者
(n=1,486)
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無回答
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・時間外労働時間の妥当性については、現役看護職員、現役看護管理者、保健師および看護教員

で「とても多い」「多い」と思う割合が５割を超えています。 

・時間外労働時間減少のために必要なことは、すべての職種において「自身の職種の増員」が最

も多く、次いで「業務の見直し・効率化」「自身の職種以外の職員の増員」が多くなっていま

す。 

 

（１）－イ－４ 未申請分も含めた時間外労働時間の妥当性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－イ－５ 未申請分も含めた時間外労働時間減少のために必要だと思うこと※ 

※（１）－イ－４ 時間外労働時間の妥当性において「とても多いと思う」「多いと思う」と選択した者の理由
 

※1 (看護教員)教員間の連携が上手くいくこと、（看護補助者）看護補助者間の連携が上手くいくこと 
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無回答

現役看護職員
(n=7,748)

現役看護管理者
(n=158)

保健師
(n=402)

看護教員
(n=134)

看護補助者
(n=1,486)
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看護職以外の職員の増員（※2）

定時で業務を終了する職場の
意識・雰囲気作り

勤務形態の見直し
(時差出勤、PNS制度の導入など)

強制的な研修への参加の廃止

能力に合わせた業務配分

カルテや様々な情報のICT化（※3）

上司が率先して定時で業務を
終了すること

他職種連携が上手くいくこと（※4）

持ち帰り残業の廃止

その他

無回答
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3.0

14.5

9.9

1.6

5.6

2.6

0 20 40 60 80 100
(MA%)

現役看護職員
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他職種連携が上手くいくこと（※1）



6 

 

（１） 労働環境等に関すること（ウ 年次有給休暇） 

・年次有給休暇の取得状況は、すべての職種において「５日以上 10 日未満」が最も多くなって

いますが、一方で「５日未満」が現役看護管理者、保健師および看護教員で２割、現役看護職

員および看護補助者で１割となっています。 

・年次有給休暇の申請は、すべての職種において「申請しやすい」が最も多くなっていますが、

一方で「申請しづらい」「申請したことがない」が現役看護職員および看護教員で４割、現役

看護管理者および看護補助者で３割、保健師で２割となっています。 

・申請しづらい理由は、現役看護職員では「すでに勤務予定表に有給休暇が組み込まれているか

ら」が、現役看護管理者、保健師および看護教員では「自身の業務が多忙であり取得できる状

況ではないから」が、看護補助者では「勤務場所が忙しく申請しづらいから」が最も多くなっ

ています。 
 

（１）－ウ－１ 令和３年度における年次有給休暇の取得状況 

 

（１）－ウ－２ 年次有給休暇の申請のしやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）－ウ－３ 年次有給休暇の申請がしづらい理由※ 

※（１）－ウ－２ 年次有給化の申請のしやすさにおいて「申請しづらい」「申請したことがない」を選択した者の理由
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20日以上

無回答

現役看護職員
(n=7,748)

現役看護管理者
(n=158)

保健師
(n=402)

看護教員
(n=134)

看護補助者
(n=1,486)

(%)
0 20 40 60 80 100

46.9

67.1

71.6

52.2

56.3

27.5

20.9

21.1

39.6

18.3

13.5

5.1

1.2

2.2

7.7

12.1

7.0

6.0

6.0

17.7

申請しやすい

申請しづらい

申請したことがない

無回答

現役看護職員
(n=7,748)

現役看護管理者
(n=158)

保健師
(n=402)

看護教員
(n=134)

看護補助者
(n=1,486)

(%)
0 20 40 60 80 100

46.9

43.8

27.2

19.8

13.9

11.6

8.1

4.9

15.4

0.7

0 20 40 60 80 100

すでに勤務予定表に有給休暇が
組み込まれているから

勤務場所が忙しく申請しづらいから

有給休暇の申請を遠慮しているから

希望での休暇は上司に
直接申請する必要があるから

周囲で誰も有給休暇を
申請していないから

自身の業務が多忙であり、
取得できる状況ではないから

申請するタイミングを逃してしまうから

自身の業務を任せられる人がいないから

その他

無回答

2.4

34.1

9.8

9.8

7.3

53.7

7.3

46.3

29.3

2.4

0 20 40 60 80 100

0.0

47.8

18.9

7.8

5.6

67.8

15.6

25.6

10.0

1.1

0 20 40 60 80 100

0.0

53.6

17.9

16.1

3.6

80.4

14.3

33.9

10.7

1.8

0 20 40 60 80 100

40.9

45.9

25.1

25.4

15.5

9.3

10.9

3.6

22.3

1.8

0 20 40 60 80 100
(MA%)

現役看護職員

(n=3,182)

現役看護管理者

(n=41)

保健師

(n=90)

看護教員

(n=56)

看護補助者

(n=386)
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（１） 労働環境等に関すること（エ 職場満足度） 

・職場への不満（「不満足」「非常に不満足」）については、現役看護職員、保健師、看護教員と

もに、「職場の職員の数（人手）」が最も多く、次いで、現役看護職員では「給与」「仕事量の

適切さ」が、保健師では「ＩＣＴの導入状況」、「仕事量の適切さ」が、看護教員では「仕事量

の適切さ」、「時間外労働時間」が多くなっています。 

 

（１）－エ 職場満足度    

 

 

 

 

 

 

 

  

3.2

5.2

3.0

2.0

2.0

7.0

18.7

24.9

3.5

4.7

8.5

2.5

1.2

7.7

3.2

2.7

14.7

4.2

67.7

69.7

44.5

51.0

55.7

41.8

69.9

65.4

56.7

49.0

61.4

22.9

30.3

68.9

56.2

57.0

55.5

47.5

23.4

18.9

39.1

37.8

33.1

38.8

7.0

5.5

32.3

33.1

23.1

45.5

50.5

18.7

32.6

32.6

24.1

36.6

2.0

3.0

10.0

5.2

5.5

9.0

1.2

0.7

3.2

9.7

3.7

25.6

13.9

1.2

4.5

4.2

2.2

8.5

3.7

3.2

3.5

4.0

3.7

3.5

3.2

3.5

4.2

3.5

3.2

3.5

4.0

3.5

3.5

3.5

3.5

3.2

(%)
0 20 40 60 80 100

保健師(n=402)

2.7

4.4

1.7

2.3

1.1

5.1

5.4

11.8

2.2

2.4

6.9

1.3

1.7

3.0

2.5

2.1

6.6

3.6

59.8

62.2

40.9

51.7

31.5

40.0

59.2

68.1

49.4

42.6

58.8

21.0

43.9

47.7

60.0

58.4

46.6

42.5

28.0

23.6

41.2

32.4

45.8

37.0

24.2

11.4

33.5

36.6

24.3

40.4

36.3

32.9

26.2

27.4

29.3

35.3

3.6

4.0

10.2

6.8

15.6

11.7

5.1

2.6

8.5

12.1

4.1

31.2

11.5

9.9

4.8

5.3

11.4

12.5

5.9

5.8

6.0

6.8

6.0

6.1

6.2

6.1

6.4

6.2

6.0

6.1

6.6

6.4

6.5

6.8

6.1

6.1

非常に満足 満足 不満足 非常に不満足 無回答

仕事の内容

仕事のやりがい

仕事の適切さ

キャリアアップへ向けた支援

給与

時間外労働時間

勤務体制（日勤・夜勤）

雇用形態（正規雇用・非正規雇用）

人事評価・処遇の在り方

職場の施設設備的な環境

職場の人間関係、コミュニケーション

職場の職員の数（人手）

ICT化の導入状況

福利厚生

研修体系（職場内研修の充実度）

研修体系（職場外研修の充実度）

休暇（有給休暇・育児休暇・
介護休暇等）の取得のしやすさ

ワークライフバランスの充実度

(%)

0 20 40 60 80 100

看護職員(n=7,748)

5.2

10.4

0.7

1.5

3.7

0.7

14.2

24.6

2.2

4.5

6.0

0.7

2.2

1.5

1.5

4.5

6.0

1.5

56.0

62.7

25.4

47.8

41.8

28.4

65.7

61.9

47.0

36.6

50.0

15.7

32.8

50.0

57.5

53.0

40.3

34.3

30.6

18.7

56.7

37.3

32.1

47.0

9.7

5.2

35.1

41.0

30.6

52.2

45.5

32.8

26.9

27.6

39.6

39.6

2.2

1.5

11.2

7.5

16.4

15.7

3.7

2.2

9.7

11.2

7.5

24.6

13.4

9.0

8.2

8.2

8.2

18.7

6.0

6.7

6.0

6.0

6.0

8.2

6.7

6.0

6.0

6.7

6.0

6.7

6.0

6.7

6.0

6.7

6.0

6.0

(%)
0 20 40 60 80 100

看護教員(n=134)

仕事量の適切さ 

ICT の導入状況 
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（２） 自己研鑽に関すること 

・自己研鑽の取組状況は、現役看護職員、現役看護管理者および保健師では「自施設内の研修へ

の参加」が、看護教員では「専門書等での自主的な勉強」が、看護補助者では「特にない」が

最も多くなっています。 

・自己研鑽を行っていない理由は、現役看護職員では「自身の休みを使う必要があるため」が、

現役看護管理者、保健師および看護教員では「業務が忙しくて時間がない」が、看護補助者で

は「どんな研修があるのかわからない」が最も多くなっています。 

 

（２）－１ 現在の自己研鑽の取組状況 

 

（２）－２ 現在、自己研鑽を行っていない理由※ 

※（２）－１ 現在の取組状況で「特にない」を選択した者の理由 

  

50.9

29.2

20.2

19.2

11.8

1.7

21.5

14.9

0 20 40 60 80

自施設内の研修への参加

専門書等での自主的な勉強

他施設での研修への参加

自治体や看護関連団体等が行う
研修や講演会等への参加

学術集会への参加

その他

特にない

無回答

62.7

51.9

40.5

62.0

32.3

5.7

3.8

8.9

0 20 40 60 80

63.7

48.8

49.3

45.5

18.4

2.7

8.5

6.7

0 20 40 60 80

52.2

61.2

34.3

41.0

43.3

8.2

8.2

14.2

0 20 40 60 80

35.3

5.8

2.2

2.0

0.6

1.8

39.9

20.1

0 20 40 60 80
(MA%)

現役看護職員

(n=7,748)
現役看護管理者

(n=158)

保健師

(n=402)

看護教員

(n=134)

看護補助者

(n=1,486)

25.0

24.8

10.8

8.6

4.0

1.1

9.7

15.9

0 20 40 60 80

自身の休みを使う必要があるため

業務が忙しくて時間がない

どんな研修があるのかわからない

自分には必要ない

自費で行う必要があるため

指導や研修をしてくれる人がいない

その他

無回答

33.3

66.7

0.0

0.0

16.7

16.7

33.3

0.0

0 20 40 60 80

11.8

32.4

14.7

2.9

0.0

0.0

20.6

17.6

0 20 40 60 80

18.2

63.6

18.2

9.1

9.1

9.1

27.3

9.1

0 20 40 60 80

33.6

33.4

36.9

18.4

16.9

5.1

10.6

1.3

0 20 40 60 80
(%)

現役看護職員

(n=1,662)

現役看護管理者

(n=6)

保健師

(n=34)

看護教員

(n=11)

看護補助者

(n=593)
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（３）今後の就業意向に関すること 

・今後の就業意向は、すべての職種において「現在の職場で働き続けたい」が最も多く、次い

で、看護教員を除き「他施設で現職種として働きたい」が多くなっていますが、看護教員は

「他施設で看護職として働きたい」が多くなっています。 

 

（３）－１ 今後の就業意向 

 【現役看護職員・現役看護管理者】 

 

 

 
 

【看護教員】              【保健師】 

 
・看護学生の卒業後の就業意向は、「看護職として就業」が最も多くなっており、そのうち約８

割が県内、約２割が県外への就業を希望しています。 

・看護職として県外への就業を希望する理由は、「地元だから」が最も多く、次いで「就職を希

望する施設があるから」「高度な医療を学べるから」が多くなっています。 

 

（３）－２ 看護学生の卒業後の就業意向 

 

 

 

  【看護職として就業する者の就業先（滋賀県内・滋賀県外）の割合※】 

※（３）－２ 看護学生の卒業後の就業意向において「看護職として就業」を選択した者の就業先 

（３）－３ 看護学生が卒業後、県外へ看護職として就職を希望する理由 

※（３）－２ 看護職として卒業後、「県外への就業を希望している」と選択した者の理由 

31.3 11.2 15.7 4.5

2.2

15.7 19.4

(%)
0 20 40 60 80 100

看護教員

(n=134)

77.0

84.0

5.3

1.5

7.5

6.3

0.8

0.8

5.7

2.5

0.0

0.1

3.8

4.9

看護職として就業
看護職以外で就業
看護に関する進学
看護以外に関する進学
進路は決まっていない
その他
無回答

大学・大学別科
(n=265)

看護師・准看護師専門学校
(n=800)

(%)
0 20 40 60 80 100

67.6

39.2

1.0

0 20 40 60 80 100

県内

県外

無回答

89.3

11.5

0.9

0 20 40 60 80 100
(MA%)

大学・大学別科

(n=204)

看護師・

准看護師専門学校

(n=672)

現在の施設で 
看護職として働き続けたい 

43.5

57.0

21.9

7.6

7.7

7.0

1.3

4.4

14.1

15.2

11.5

8.9

現役看護職員
(n=7,748)

現役看護管理者
(n=158)

(%)

0 20 40 60 80 100

他施設で看護職 
として働き続けたい 

看護職以外の 
仕事で働きたい 

仕事はしない 

未定 無回答 

現在の学校養成所で 
看護教員として働き続けたい 

他の学校養成所で 
看護教員として働きたい 

他施設で看護職（保健師、助産師、 

看護師）として働きたい 
看護職以外 
の仕事で 
働きたい 

仕事はしない 

未定 無回答 

57.5 14.9

3.7

5.5

1.2

11.2 6.0

(%)

0 20 40 60 80 100

保健師

(n=402)

現在の勤務場所で 
保健師として働き続けたい 

他施設で保健師 
として働きたい 

他施設で保健師以外の看護職 
（助産師、看護師）として働きたい 

看護職以外の 
仕事で働きたい 

仕事は 
しない 

未定 無回答 

44.6

29.3

27.4

15.9

15.3

14.0

5.7

9.6

2.5

0 10 20 30 40 50

地元だから

就職を希望する施設があるから

高度な医療を学べるから

給料が良いから

教育体制が充実しているから

福利厚生が充実しているから

奨学金等の貸与を受けているから

その他

無回答

(MA%)
(n=157)
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（４）離職・復職に関すること 

・直近の勤務先を退職した理由は、現役看護職および潜在看護職では「転居」が、保健師では

「出産・育児」が、看護教員では「不規則勤務・夜勤が体力的に辛い」が、看護補助者では

「給与が低い」が最も多くなっています。 

 

（４）－１ 直近の勤務先を退職した理由 

 

  

25.7

24.1

20.9

14.8

14.6

14.5

14.0

12.0

10.6

10.3

8.7

7.8

7.5

6.9

6.8

6.5

4.7

4.3

4.2

2.9

2.4

2.2

8.7

6.2

0 10 20 30 40

転居

出産・育児

結婚

職場の医療・看護の質・内容
への不安・不満

通勤が不便

看護職員間の人間関係

給与が低い

時間外労働時間が長い

自身の健康状況（精神的な理由）

看護師長等の上司の理解や
協力が得られない ※1

スキルアップの機会が少ない

自身の健康状況（身体的な理由）

家族の健康・介護状況

自身の看護の知識・技術への不安

進学

不規則勤務・夜勤が体力的に辛い

有給休暇が取得しにくい

他職種との人間関係

能力が適正に評価されない

看護以外にやりたいことができた

奨学金の就業義務年限満了

定年・雇用期間満了

その他

無回答

16.8

19.8

11.2

10.7

15.2

15.7

8.1

15.2

8.6

6.6

8.1

8.1

8.6

8.1

8.1

17.3

4.6

3.0

3.0

7.6

1.0

7.1

22.3

2.0

0 10 20 30 40

8.8

8.8

6.6

13.2

7.7

8.8

9.9

8.8

6.6

9.9

11.0

5.5

7.7

8.8

14.3

15.4

1.1

0.0

6.6

5.5

2.2

4.4

33.0

4.4

0 10 20 30 40

25.3

20.3

10.1

16.5

10.1

15.2

10.1

3.8

7.6

15.2

1.3

11.4

13.9

6.3

1.3

3.8

6.3

5.1

1.3

8.9

0.0

5.1

19.0

5.1

0 10 20 30 40

16.3

17.8

18.2

6.0

12.1

10.7

27.4

9.6

11.8

4.5

7.9

12.0

7.0

1.7

0.0

2.9

7.2

6.7

5.7

3.5

0.0

5.4

11.7

14.9

0 10 20 30 40
(3LA%)

現役看護職員

(n=2,286)

保健師

(n=197)

看護教員

(n=91)

潜在看護職

(n=79)

看護補助者

(n=719)
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・どのような支援があれば離職しなかったのかについては、現役看護職員、保健師、看護教員、

および潜在看護職では「どのような支援があっても退職した」が最も多く、次いで「尊敬でき

る上司」や「業務量に見合った報酬」、「良好な人間関係」が多くなっています。 

・看護補助者は「業務量に見合った報酬」が最も多く、次いで「良好な人間関係」、「尊敬できる

上司」が多くなっています。 

 

（４）－２ 直近の勤務先は、どのような支援があれば離職しなかったのか 

 

・潜在看護職のうち、３割が「１年以内」、２割が「いつか（１年以上後）」看護職として復職を

検討しています。 

・復職を検討した理由は、「時間的に余裕ができたから」が最も多く、次いで「看護職の仕事に

魅力を感じたから」「経済的理由」「社会の役に立ちたいと思ったから」が多くなっています。 

 

（４）－３ 潜在看護職の就業意向※    （４）－４ 看護職としての復職を 

検討した理由     

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

32.1

23.2

16.1

26.8

1.8

0 10 20 30 40

1年以内の復職を検討している

いつか（１年以上後）
復職しようと検討している

復職する予定はない

未定

無回答

(%)
(n=56)

29.0

19.4

12.9

12.9

6.5

0.0

6.5

12.9

0 10 20 30 40

時間的に余裕ができたから

看護職の仕事に魅力を感じたから

経済的理由

社会の役に立ちたいと思ったから

家族の理解が得られたから

復職への不安が解消されたから

その他

無回答

(%)
(n=31)

19.9

18.1

15.5

14.3

13.3

10.3

10.2

9.4

8.5

7.8

7.3

3.5

8.5

34.3

5.9

0 10 20 30 40 50

尊敬できる上司

業務量に見合った報酬

良好な人間関係

看護部の理解

希望での休みがきちんととれる体制

支えてくれる同僚

看護業務等へのフォロー・支援体制充実

個人の能力に合わせた適正な仕事量

育児介護を支える制度

育児介護への職場の理解

家族の理解・協力

教育・研修等資質向上の機会

その他

どのような支援があっても退職した

無回答

17.8

15.2

13.7

11.7

14.7

10.2

10.7

15.2

9.6

7.6

8.6

4.1

6.1

38.6

4.6

0 10 20 30 40 50

19.8

15.4

14.3

6.6

6.6

5.5

8.8

12.1

3.3

4.4

4.4

8.8

11.0

36.3

6.6

0 10 20 30 40 50

19.0

15.2

21.5

8.9

13.9

13.9

13.9

8.9

15.2

10.1

13.9

3.8

11.4

34.2

5.1

0 10 20 30 40 50

22.1

27.8

22.3

7.0

16.3

14.7

6.0

10.7

3.5

4.6

7.0

2.4

8.9

21.8

12.0

0 10 20 30 40 50
(3LA%)

現役看護職員

(n=2,286)

保健師

(n=197)

看護教員

(n=91)

潜在看護職

(n=79)

看護補助者

(n=719)

※現在、看護職・看護職以外のいずれの 
仕事にも就業していない人の就業意向 

※（４）－３ 潜在看護職の就業意向において、 
「１年以内の復職を検討している」「いつか復職 
しようと検討している」を選択した者の理由 
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（５）看護職の魅力に関すること 

・看護職を志望した時期は、「高校生」が多く、その中でも「高校３年生」が最も多く、次い

で、看護学生を除き「中学生」が多くなっていますが、看護学生は「小学生」が多くなってい

ます。 

・看護職を志望した理由は、「手に職を付けたかったから」が最も多く、次いで「人の役に立つ

仕事がしたかったから」が多くなっていますが、看護学生ではこの順序が逆になっています。 

 

（５）－１ 看護職を志望した時期 

 

（５）－２ 看護職を志望した理由 

 

 

 

  

4.1

3.2

3.2

13.8

11.4

11.7

11.1

23.6

30.4

19.4

29.2

5.9

6.3

7.2

5.6

12.9

10.8

20.6

11.1

25.0

29.7

33.6

30.6

14.1

7.6

3.7

10.4

0.6

0.6

0.5

0.0

現役看護職員
(n=7,748)

現役看護管理者
(n=158)

保健師
(n=402)

潜在看護職
(n=144)

3.5

19.6 19.4 10.4 14.2 15.5 14.4

2.0

1.1

(%)
0 20 40 60 80 100

看護学生

(n=1,072)

2.1 

62.0

47.2

34.7

29.3

23.1

19.9

18.9

18.6

12.1

9.0

6.0

3.2

4.0

0.4

0 20 40 60 80

手に職をつけたかったから

人の役に立つ仕事がしたかったから

就職先に困らないから

看護職にあこがれがあったから

家族や知人等にすすめられたから

給与が高いから

家族や知人等が看護職として
働いていたから

自分や家族等が看護職に
お世話になった経験があるから

自分の性格に合っていると思ったから

看護体験をし、興味・関心を持ったから

特に理由はない

自身のライフスタイルに合わせた
働き方ができるから

その他

無回答

65.8

63.9

21.5

23.4

25.3

8.2

15.2

11.4

18.4

9.5

8.9

6.3

7.6

0.6

0 20 40 60 80

67.7

61.9

27.6

21.1

25.9

5.7

17.7

15.7

18.9

7.5

3.5

7.7

4.0

1.0

0 20 40 60 80

70.1

59.0

28.5

21.5

16.7

14.6

16.0

17.4

18.1

6.3

6.3

4.2

10.4

0.0

0 20 40 60 80

43.8

52.7

31.4

34.8

18.9

35.4

20.9

18.6

14.5

9.5

2.1

3.2

3.9

0.5

0 20 40 60 80
(3LA%)

現役看護職員

(n=7,748)

現役看護管理者

(n=158)

保健師

(n=402)

潜在看護職

(n=144)

看護学生

(n=1,072)
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・看護職の魅力は、「一生ものの資格であること」が最も多くなっています。 

・看護職として働き続けるために必要なことは、「職場の人間関係」が最も多くなっています。 

 

（５）－３ 看護職の魅力 

 

（５）－４ 看護職として働き続けるために重要なこと  

77.6

48.8

41.9

41.9

36.8

22.3

19.4

10.2

1.7

0.6

0 20 40 60 80 100

一生ものの資格であること

就職先に困らないこと

日常生活でも役に立つ技術・知識が
身につくこと

人に感謝される仕事

社会貢献ができる仕事

いつでもどこでも自分の都合で
働くことができること

給与が高いこと

福利厚生（手当、育休制度等）
が良いこと

その他

無回答

82.3

43.7

48.7

57.0

70.3

21.5

15.2

8.2

4.4

0.6

0 20 40 60 80 100

80.6

38.3

60.2

43.0

55.5

18.9

10.7

11.9

1.7

1.0

0 20 40 60 80 100

80.6

44.4

51.4

45.1

54.2

33.3

27.1

6.3

0.7

0.0

0 20 40 60 80 100

82.9

51.9

45.9

58.5

44.7

25.2

43.1

13.6

1.1

0.5

0 20 40 60 80 100
(MA%)

現役看護職員

(n=7,748)

現役看護管理者

(n=158)

保健師

(n=402)

潜在看護職

(n=144)

看護学生

(n=1,072)

58.7

51.5

40.5

40.2

35.9

32.2

26.4

21.2

21.0

19.4

19.0

16.0

15.8

12.1

10.4

9.7

7.4

6.8

6.4

4.7

1.2

0.7

6.9

0 20 40 60 80

職場の人間関係

生計の見通しが立つ給与

余裕のある人員配置

ワークライフバランス

健康・体力

仕事に関するやりがい

充実した福利厚生

家族の協力

個人の能力に合わせた適正な仕事の量

看護に関する知識・技術

業務の効率化

子育て中の職員への配慮

職場への通勤のしやすさ

上司の理解

相談できる相手

適性・能力

忍耐

充実した教育・研修体制

患者や利用者、その家族との人間関係

キャリアについての展望

愛情

その他

無回答

64.6

33.5

27.2

36.1

46.8

51.9

13.3

31.0

20.9

20.3

23.4

7.0

8.9

14.6

14.6

15.2

4.4

15.8

9.5

9.5

1.9

2.5

5.1

0 20 40 60 80

60.7

33.3

42.0

47.8

38.3

38.6

13.4

23.6

33.8

14.9

18.4

22.4

13.4

9.0

18.9

19.2

5.2

10.4

3.0

7.5

0.5

1.7

3.7

0 20 40 60 80

56.0

47.0

41.0

40.3

33.6

50.0

8.2

17.2

20.9

12.7

21.6

11.2

18.7

18.7

10.4

15.7

8.2

14.9

3.0

9.7

3.0

0.0

6.7

0 20 40 60 80

74.2

19.4

38.7

32.3

48.4

38.7

3.2

35.5

19.4

22.6

12.9

38.7

32.3

9.7

9.7

9.7

3.2

32.3

0.0

0.0

6.5

0.0

0.0

0 20 40 60 80

73.5

44.0

26.2

32.5

22.2

30.3

30.5

5.6

38.7

26.8

17.0

14.1

11.2

15.6

21.6

10.7

15.4

19.6

18.8

4.2

1.9

0.1

2.7

0 20 40 60 80
(5LA%)

現役看護職員

(n=7,748)

現役看護管理者

(n=158)

保健師

(n=402)

看護教員

(n=134)

潜在看護職

(n=31)

看護学生

(n=878)
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４．まとめ  

（１）調査結果から見えてきたこと 

○給与に関して、現役看護職員、看護教員および看護補助者は、給与が安いと思っていること。 

  ○時間外労働に関して、看護教員は残業と認められない業務等を理由に、他職種に比べ時間外

労働時間の申請ができていない割合が高いこと。 

  ○また、現役看護職員、現役看護管理者、保健師および看護教員の約半数が、時間外労働時間が

多いと思っており、縮減のためには、職員の増員や業務の見直し・効率化等が求められている

ほか、看護教員においては、教員間の連携や持ち帰り残業の廃止等が求められていること。 

○年次有給休暇に関して、現役看護職員はすでに勤務予定表に有給休暇が組み込まれているこ

となどにより、看護教員は業務多忙などにより、他職種より多い４割の人が申請しづらいと

思っていること。 

○現在の就業場所に対する不満に関して、職員数や仕事量の適切さ、ＩＣＴ化といった労働環

境に関することが多かったこと。 

○自己研鑽に関して、取り組んでいない者の多くは業務が忙しく時間がないこと。特に看護補

助者はどんな研修があるのか分からないことなどを理由に、取り組んでいない者が多いこと。 

○今後の就業意向に関して、看護教員は他職種に比べ現在の就業場所で働き続けたいと思って

いる割合が低いこと。 

○看護学生は卒業後、県外へ看護職として就業する理由として「地元」に次いで、「就職を希望

する施設がある」「高度な医療が学べる」ことが多かったこと。 

○離職に関して、現役看護職員、保健師および潜在看護職は、転居、出産・育児等のライフイ

ベントを理由に直近の勤務先を退職した者が多いが、現在看護教員として働いている者は、

不規則勤務・夜勤が体力的に辛いことを理由に、看護補助者は「給与が低い」ことを理由に

退職している者が多いこと。 

○看護職の魅力に関して、手に職を付けたいことや人の役に立つ仕事がしたいことなどを理由

に看護職を志望した者が多く、一生ものの資格であることが看護職の魅力であること。 

○看護職として働き続けるためには、職場の人間関係や生計の見通しが立つ給与、余裕のある

人員配置といった労働環境に関することのほか、仕事に対するやりがいや健康・体力も重要

であり、加えて、潜在看護職は子育て中の職員への配慮や家族の協力、職場への通勤のしや

すさ、充実した教育・研修体制が重要であると考えていること。 

 

（２）看護職の安定的な確保に向けた今後の取組の方向性 

滋賀県保健医療計画に基づき、「資質の高い看護職の『養成』」、「潜在看護職の『復職支援』」、

「勤務環境改善等による『定着促進』」および『地域・領域別偏在の調整』の４本柱によるこれ

までの取組に加え、今年度から新たに実施している小中学生等幅広い世代への看護の魅力発信

や、しがサポートナースプロジェクトによる潜在看護職の活用、地域偏在の解消に向けた検討

会等の取組を継続して実施していきます。 

さらに、今回の調査結果から見えてきた看護職の実態を踏まえ、滋賀県看護職員等確保対策

協議会等を活用し、看護関係者や現場の方々の御意見をお聴きしながら、「看護職を安定的に確

保し、看護の質を向上しながら働き続けることができる職場環境の実現」、「地域・領域別の偏

在を解消し、多様な看護ニーズに応じた安心・安全・安楽な看護の提供の実現」に向けて、様々

な角度から将来の地域医療を見据えた看護職の安定的な確保に向けた取組をより一層強化し実

施していきます。 


